
関越道における高速ツアーバス事故について

4月29日（日）午前4時40分頃、関越自動車道上り線藤岡ジャンクション付近において高速ツアーバスが乗客45
名を乗せて走行中、当該道路の左側壁に衝突し、乗客7名が死亡し、乗客38名が重軽傷を負うという事故が発生。

●事故の概要

●事故後の国土交通省の対応

対策本部の設置

・4月29日、直ちに自動車局及び関東運輸局並びに観光庁に対策本部を設置。
・5月 5日、上記対策本部を統合の上、大臣を本部長とする「関越自動車道における高速ツアーバス事故対策本部」

に格上げ。
・5月14日、政務三役会議の下に吉田副大臣を座長とする「関越自動車道における高速ツアーバスの事故を踏まえた

公共交通の安全対策強化に係る検討チーム」を設置。
・6月 6日、「高速ツアーバス等貸切バスの安全規制の強化について」をとりまとめ、6月11日の政務三役会議にお

いて正式決定。各事項については、7月以降順次実施しているところ。

１．緊急重点監査の実施とその結果の活用
２．乗務員の運転時間等の基準・指針等の見直し
３．運送に関する文書の作成・保存の義務付け
４．旅行業者の禁止行為に旅行の安全に係る事項を追加
５．「高速バス表示ガイドライン（仮称）」及び「輸送の安全

を確保するための貸切バス選定ガイドライン（仮称）」の
策定・活用の周知

６．旅行業者による「安全運行協議会（仮称）」の設置の推進
７．旅行業者による利用者への安全情報提供の義務付け
８．利用者等から国への通報窓口をネット上に設定
９．行政処分事業者に係る詳細情報の公表
10．行政と関係業界等との輸送の安全確保のための体制の構築

１．運行管理者制度その他の安全に関する基準の強化
２．「新高速乗合バス」の厳格な制度設計と同制度への早期の移

行促進
３．参入規制のあり方の検討
４．運賃・料金制度のあり方の検討
５．監査体制の強化
６．処分の厳格化
７．旅行業者と貸切バス事業者の公正な取引の確保
８．業界・事業者における安全確保のための自主的な取組の強化
９．運輸安全委員会の調査対象の見直し（重大な事業用自動車事

故等）
10 ．その他

引き続き検討すべき事項今夏の多客期の安全確保のための緊急対策

高速ツアーバス等貸切バスの安全規制の強化について（平成24年6月11日決定）
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